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現在、蕨市議会のホームページでは、本会議のライブ中継と録画放送を行っております。
蕨市公明党ホームページと併せてご覧ください。

　今定例会におきまして、①あおり運転に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書、②児童
虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書、③太陽光発電の適切な導入に向けた制度設計と運用を求
める意見書の３本が議員提出議案が提出されました。
　このうち「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書について、提案理由の
説明を大石幸一議員が行ない、「あおり運転」の規定を新たに設け、厳罰化については危険運転を行っ
た場合のみでも道路交通法上、厳しく処罰される海外の事例なども参考としながら、実効性のある法改
正となるよう、早急に検討を求めた。全ての議案が採択されました。

お知
らせ

　蕨市議会が１１月２７日（水）から１２月１７日（火）
まで開催され、提出議案９本、議員提出議案３本に
ついて討論・採決が行われました。
　一般質問は、１２月１１日から１３日の３日間に行わ
れ、教育問題、避難場所の課題解決に向け、市長を
始め執行部に対し論戦を交わしました。

（質問及び答弁は次ページ）

蕨市議会・令和元年
第５回（12月）定例会報告

令和２年第１回（３月）定例会の日程は
以下のとおりです。
会　　期：２月２０日（木）から３月２３日（月）
一般質問：３月１６日（月）から３月１８日（水）
　　　　 　（１０時に開会となります）
※市議会はどなたでも傍聴いただけますので、市役所
４階へ直接お越しください。

次回定例会日程

議員提出議案が採決に

　公明党蕨市議団は、11月18日（月）「令和２年度当初予算に関する予算要望」として「住み続けられ
る快適蕨まちづくり」を目指す施策178項目をを蕨市長に提出致し、その対策を新年度予算に繁栄する
よう訴えました。

令和２年度当初予算に関する予算要望を提出

　市議会議員選挙後初の公明新聞推進による党勢拡大を目指し、公明支援者への購読啓蒙に挑戦した結
果、直近の市内有権者数60,185人に対し、12月実配で621部（1.03㌫）となりました。
　皆様のお力により11年連続11回目の１㌫達成ができましたこと感謝申し上げます。

公明新聞の１㌫運動11年連続達成

新年のご挨拶

　2019年10月29日～31日、高知県高知市で開催された全国市議会
議長会研究フォーラムに、公明党議員団として参加して参りました。
　今回「議会改革」を議長会フォーラムのテーマに掲げ、「市民から
議会に興味をもってもらうには」「選挙の投票率を上げるには」いか
にするべきかについて、各界の識者より体験を交え様々な提案があり
ました。その後パネルディスカッションで意見交換がなされ、会場か
ら質問を受ける形でフォーラムは進められました。都市部の蕨市と違
い、全国の市町村議会の持つ課題は様々で、大事な事はいくら改革し
ようと汗を流しても、「待っているだけでは変えることはできない」
ということであります。
　私ども蕨公明党議員団は、今回のフォーラムで学んだ「議会改革」の意識を日常の議員活動に活か
しながら、市民ファーストの市政を推進する決意を更に深めた次第であります。（根本　浩議員）

全国市議会議長会研究フォーラム報告

　蕨市公明党は、第12回支部総会で発
表のあった「立党60周年を目指し全て
の戦いに大勝利」との活動の基本を胸
に、蕨の新たな歴史を刻むこの１年を
市議会議員として誰もが安心し輝ける
蕨市政の構築へ向け、諸政策の実現を
目指して参ります。
　具体的には、昨年末実施した「幼児
教育・保育無償化に関する実態調査ア
ンケートの結果」を踏まえ、公明党の
推進した「幼児教育・保育無償化」の
更なる充実を目指してまいります。
　さらに、災害から市民の生命を守る
ために、蕨市公明党として各議員がそ
れぞれに防災力を高め、市民に寄り添
う姿勢をもって災害対策に臨んでまい
ります。

　この他にも、避難場所となる体育館
のエアコン設置の実現及び防災無線の
改善を図る等、皆様のご要望の実現に
向け市長に対し強く訴えてまいります。
　私ども蕨市公明党市議団は、市民の
皆様と共に歩みながら「小さな声を聴
く力」を自身の政治姿勢と定め、地方
と国とのネットワークで、本年も皆様
に安心して頂ける社会の実現を目指し
全力で走り抜いてまいります。皆様に
とって、幸多き一年となりますよう心
よりお祈り申し上げます。
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公明

2020 新年号 発行　戸田総支部　蕨支部

市議会議員
根本　浩

☎ 070-2266-9541

市議会議員
本田てい子
☎ 070-2266-9543

市議会議員
大石幸一

☎ 080-9804-9432



一般質問と答弁

大石幸一議員

聖火リレーについて

	 	本市を通過するが、何をどのように行い、盛り上げて
いくのか。また、本市を通過する聖火ランナーの詳細
はいつどこで発表になるのか。また聖火リレーが通過
した後の五輪・パラリンピック期間における本市独自
の機運醸成について
	 	現在、東京2020大会組織委員会より、聖火リレーのルー
ト概要として、7月7日（火）の第2区間、「旧中山道『蕨
宿』の街並みを通過して戸田市へ」と発表されている。

	 	こうしたルートの決定やランナーの選定などは大会組
織委員会が行うもので、市としては、リレー当日の交
通規制やこれに伴う警備誘導等を警察と連携して実施
し、聖火リレーが滞りなく実施されるための対策を進
める。あわせて、聖火リレーの観覧や沿道を盛り上げ
るための取り組みを進めてまいりますが、小中学校や
地域の団体等とも連携しながら、協働事業提案制度の
仕組みの活用も含めて事業を検討・実施してまいりた
い。本年12月以降、大会組織委員会から当選者に対し
当選通知が送られ、2020年2月中旬以降に、当選者に対
し具体的な走行場所が連絡される。パラリンピックの
聖火を市内に運んで展示する聖火ビジットや、小中学
校の子どもたちの大会観覧について、県に実施を希望
するなど、市として工夫しながら取り組みを検討して
まいりたい。

学習指導要領の取り組みについて

	 		新学習指導要領の取り組みをどのように捉えているの
か
	 	小学校では令和2年度、中学校では令和3年度から全面
実施となる新しい学習指導要領では、教育課程全体や
各教科等の学びを通じて「何ができるようになるのか」
という観点から、「知識及び技能」「思考力・判断力・
表現力など」「学びに向かう力、人間性など」の3つの
柱からなる「資質・能力」を総合的にバランスよく育
んでいくことを目指している。教育委員会では、カリ
キュラムの新設となる、特別の教科道徳及び、小学校
3・4年生の外国語活動、5・6年生の外国語の実施に向
けた教職員研修の充実や、「主体的・対話的で深い学び」
を通した、児童の言語能力の育成・情報活用能力の育
成に向けて、教職員の指導力向上とともに、教材及び
ICT機器等、教育環境整備の充実に努めていく。

教育の取り組みについて

	 	教育の取り組みについてはどのようか
	 	小学校で変わる主なものとしては、授業時数の増加と、
5・6年生における英語の教科化が挙げられ、3・4年生
では、授業時数が年間15時間から35時間に、5・6年生

では年間50時間から70時間に増加する。また、5・6年
生ではこれまでの「外国語活動」が教科化され「外国語」
となる。

	 	中学校で変わる主なものとしては、学習する語彙数の
増加や、新出文法の追加、また、英語の授業は、英語
で行うことを基本とする。これらの点をふまえ検討し
た結果、小学校における授業時数の増加に対応するた
めに、小学校へ教育課程編成における日課表の具体例
などを提示する。また、小・中学校における新学習指
導要領の全面実施に向け、質の高い教育を保障するた
めには教職員の研修が必須であることから、平成29年
度より、夏季休業中に小学校教員対象の外国語研修会
を、また平成31年度からは小・中学校教員対象の外国
語研修会を実施する。この他、小・中学校教員合同の
授業研究会を年間2回実施しており、授業の質的向上や
小・中学校の接続を円滑にすすめるための一助となっ
ている。

防災教育について

	 		近年の自然災害を踏まえた防災教育について
	 	東日本大震災以降、安全･安心の重要性が再認識され、
新学習指導要領では、防災・安全教育が重視されている。

	 	各校においては、児童や学校、地域の実態及び、児童
の発達段階を考慮し、豊かな人生の実現や災害等を乗
り越えて、次代の社会を形成することを目的に、現代
的な諸課題に対応して求められる資質能力を教科横断
的に育成していきます。一例としましては、小学校4年
生社会科において、「県内の自然災害から人々を守る活
動」を学習します。風水害等、過去の災害を取り上げ、
行政・地域のはたらきについて学習するだけでなく、
実際に自分たちにできることを考えたり、選択・判断
したりできるよう、学習活動の充実に努め、自助・共助・
公助の視点から防災意識を育てるよう防災・安全教育
を進めていきます。

小・中学校、公民館における
台風19号での対応について

	 	教育委員会としての課題について
	 	教育委員会では、市の配備体制に基づき、10月11日21
時に各コミュニティ・センター等5施設を、翌12日14時
に、下蕨公民館と旭町公民館及び小・中学校10校を避
難所として開設した。

	 	避難所開設に際して、前例がない中で、各施設ともに、
多少の混乱はあったものの、おおむね状況に応じた対
応ができたものと考えている。しかしながら、気象状
況等に応じて避難情報や配備体制等が変化する中で、
職員配置に苦慮したことや情報伝達の共有も十分でな
かったことから、防災担当課との連携強化が課題であ
ると感じたところである。

	 			小・中学校の管理職及び教職員からの意見について
	 	情報が錯綜したため学校への指示・伝達系統を統一し
てもらいたいという意見や、自主防災会を中心とした
避難所運営を求める意見、また、防災教室や防災倉庫
の中にある物資等の数量の見直しを求める意見などが
あった。

	 	「各公民館からの意見」にいて
	 		避難者所では、誘導案内のほか、要配慮者や様々な問
い合わせなどへの対応が求められる中で、人員不足が
大きな課題であり、自主防災会の協力が不可欠である
との意見や、避難所閉鎖後の後片づけや、廃棄物の処
理など、施設を通常の利用ができる状態に戻すことが
非常に大変だったとの意見があった。

	 	小・中学校、公民館における今後の対応について
	 	災害時の指示・伝達系統を一本化すること、避難所運
営について自主防災会の方たちと事前に話し合う場を
設けること、避難所運営にあたる職員並びに教職員が
「地域防災計画」や「避難所運営マニュアル」、「学校防
災マニュアル」を再確認することなどが挙げられる。

	 	また、自主防災会による避難所の自主運営の必要性を
改めて認識したことから、今後、さらに円滑な避難所
運営が図られるよう、教育委員会といたしましても、
学校や教育委員会が把握した課題を防災担当部局に伝
え、より一層連携を強化してまいりたい。

本田てい子議員

幼児教育・保育の無償化について

	 	幼児教育・保育の無償化に伴う保育料値上げの状況と
今後の課題はどのようか
	 	無償化に伴う保育料の値上げについては、幼稚園、市
内3か所の認可外保育園では値上げを行ってない。また、
要望や今後の課題は、事業者からは特に寄せられてな
い。制度の理解浸透を図ると共に事業者との連携を図っ
ていく。

健康づくりと環境整備について

	 		県の健康マイレージ事業と健康長寿蕨市モデル事業の
連携、健康マイレージタブレット端末の設置と利用状
況について
	 	蕨市では、1日8,000歩を目標に、健康づくりの輪をよ
り多くの市民に広げる「健康長寿蕨市モデル事業」を
実施し、スマートフォンのアプリや歩数計を使って楽
しく歩きながら健康づくりを進めており、専用タブレッ
ト端末やアプリでポイントが獲得でき、抽選で賞品が
当たる事業を実施している。

	 	このタブレット端末は、歩数計のデータ送信用として、
各公共施設や協賛店舗等に設置歩数計の利用者であれ
ば、県内どの端末からもデータ送信でき、蕨市では4月
から11月末までの利用状況として、保健センター 782
件、歴史民俗資料館125件、　東公民館473件、西公民館
820件、セブンイレブン蕨南町4丁目店367件、セブンイ

レブン蕨東口1番街店346件、交流プラザさくら280件、
埼玉りそな銀行蕨支店が10月からの開始で4件となって
いる。

老人福祉施設の老朽化について

	 	みつわ苑及びけやき荘の老朽化の現状認識とみつわ苑
を含む交流プラザさくらの今後の整備計画について
	 		交流プラザさくら内に併設されているみつわ苑につい
ては、内外装の傷みや、設備・機器の故障も増え、こ
れまでは、和室の畳替えや障子の張替え、舞台の雨漏
り修繕やトイレの便器補修を実施。空調設備の更新に
向け来年度の本工事に向け準備を進めている。

	 	けやき荘については、施設全体の老朽化が進んでおり
緊急性や利用者の要望について、優先順位をつけ、修
繕や更新を行っている。今年度は、屋根と雨漏りの修
繕や玄関タイルの補修等を予定。みつわ苑を含む交流
プラザさくらの今後の整備計画は、空調設備の更新を
最優先と捉え、準備を進め施設の維持管理に努めてい
く。

感染症の予防について

	 	本市の風しん発生状況とロタワクチン予防接種の体制
強化へいち早く市独自の助成を行ってはどうか。
	 	風しんについては、埼玉県南部保健所に確認したが、
県内では今年の1月から11月の第4週までの間に195件の
届け出があり、蕨市内の届け出は無かった。

	 	「ロタワクチン予防接種についての市独自助成」につい
ては、蕨市に隣接する市においても費用助成は未実施
のため、費用助成については、近隣市の動向等を注視し、
対応することで理解賜りたい。

公民館の利用について

	 		公民館の利用団体はどれくらいあり、利用率はどのよ
うか。また、利用時間に対する使用料及び時間設定は、
近隣と比較してどうか。
	 		平成30年度時点で全7館の利用団体は380程度で、不定
期で利用団体もある。

	 	利用率は全7館の平均で約38%。近隣市と比較しての料
金や時間設定は、蕨の場合「午前・午後・夜間」とい
う3つの区分で設定しているが、実際の利用については、
この時間区分に縛られることなく、部屋の空きがある
限り、なるべく団体の希望に添っている。

	 	料金は、間区分や料金設定など異なるため、他市と単
純比較できないが3～ 4時間程度の利用なら数百円程度
に設定している。


